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BIMライブラリーコンソーシアム(BLC)設立総会 

•         2015年10月30日設立 
設立発起人6名、申込みされた正会員31社41名、特別会員
12団体、14名、参加予定社26社、30名など 
計72社、88名の方にご参加 
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コンソーシアム設立趣旨 

    この数年、建築物の企画・設計・施工でのBIM活用が急速に進んでいます
が、BIMは本来建物のライフサイクル全般に活用できるものであり、建築物に
長寿命化や省エネルギー等が求められる現在、運用・維持管理(FM)への活
用も試みられています。このため形状情報とともに、建築材料・設備機器等
の耐久性、エネルギー使用等の情報を集約し、誰もが容易に利用できるBIM
ライブラリーを構築することが喫緊の課題となっています。  

  一方、海外のBIM先進国では、積極的なBIM活用により建設生産性と品
質の向上などを目標とし、BIMはプロジェクト受注の必須条件となりつつあり、
さらに統一したBIMライブラリー構築への取組みも始まっています。 

  しかし我が国では、本来建設産業界全体で共有すべきBIMライブラリーが、
現在はBIM利用者が個別に作成しなくてはならないため、業務効率の大幅な
低下を招いております。 

  この状況を打開すべく、関係者が一体となってコンソーシアムを設立し、
C-CADECのStem等の成果を建築分野にも活用・拡張する等して、早期にラ
イブラリーを構築、提供することを目指すべきだと考えます。これはBIMの利
用推進、利用効果向上にも寄与するものです。…(以下省略) 
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BIMの理想と現実のギャップ 

設計から施工
へ使いたい 

プロジェクト、会社
ごとにオブジェクト
を作っているが… 

建物ライフサ
イクルを通し
て使いたい 

BIMはまだ普
及していない 

海外の動向 

オブジェク
ト標準が
作成され
ている 

BIMライブラ
リーが作成さ

れている 

段階ごと
のLODが
定義され
ている 

分類、積算、LOD
が一連の体系に

なっている 

BIMライブラリーの構築へ 

次世代公共建築研究会
IFC/BIM部会 

BIMガイドライ
ンが必要 

情報インフラ
としてのBIM

ライブラリー
が必要 

統一した
分類体系
がない 

Stem、BE-Bridge
の承継先を探す 

(一財)建設業振興基金 

長年C-CADECの実施 
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BIMの理想と現実とのギャップ 

• 建物ライフサイクルを通して(特にFMに)使いたい 

• 設計から施工へ使いたい 

 ○次世代公共建築研究会 

  「主として設計者のための                           

    BIMガイド(仮称)」 

 ○日建連 

  「施工BIMスタイル」      」 

 ○JFMA 

  「ファシリティマネジャーの 

   ためのBIM活用ガイドブック」 

段階 プロジェクト数 

計画 409 

設計 397 

施工 327 

維持管理(FM) 2 

2010年-2012年 次世代研究会調査 
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BIMの理想と現実とのギャップ 

• プロジェクト、会社ごとにオブジェクトを作成しているが… 
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海外のBIMの取組み 

日本 
27%が43% 

英国 
28%が66% 

米国 
55%が79% 

韓国 
23%が52% 

BIMの理想と現実とのギャップ 
・BIMはまだ普及していない 
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国   名 対象プロジェクト 開始年 

デンマーク 約1億円以上の公共プロジェクト ライフサイクル 2007 

フィンランド すべての政府プロジェクト ライフサイクル 2007 
 

ノルウェー すべての政府プロジェクト 
 

建築設計 2005 
 

シンガポール 20,000m2以上の新築プロジェクト 建築設計 
構造、設備 

2012 
 

韓国 33億円以上の公共プロジェクト 建築設計 
資産 

2010 
 

英国 すべての政府プロジェクト 
 

ライフサイクル 2016 
 

BIMを義務付けしている国 
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重点施策は設計・施工のコスト削減からLCC削減に 

課題はFMソフトウェアとBIMデータの互換性 
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 政府のBIM義務付けは効果がある 
 重点施策は設計・施工のコスト削減からLCC 削減に 
 FMへのBIM活用にはFMソフトウェアとBIMデータの 
  互換性が必要 
 将来動向は、BIMデータとGIS、インフラデータとの統合 
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海外のBIMライブラリーの取組み 
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 調査対象国 
 オーストラリア、オーストリア、ベルギー、カナダ、チェコ、 
 デンマーク、英国、フィンランド、ドイツ、日本、オランダ、  
 ニュージーランド、ノルウェー、シンガポール、南アフリカ、 
 スウェーデン、スイス、米国（１９か国） 
 調査実施機関 
 NATSPEC（オーストラリア専門企業協会連合会、ICIS会員） 
 目的 
 オーストラリアでの統一したBIMライブラリー開発の基礎調査 
 調査方法 
 １７の設問への回答 
 調査結果概要 
 ・英国、オーストラリア(設備)、ノルウェー等がBIMライブラリー所有 
 ・韓国をはじめ多くの国が統一的なBIMライブラリーの構築への動き 
 ・分類体系はBIMライブラリーの一部で、英国NBS、豪州 
  （ANZRS）、ノルウェー（ANS8360）等がある。 

BIMオブジェクトライブラリーの開発状況 
－ICIS(国際建設情報協会)の調査報告書抜粋(2015年1月)－ 
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海外のBIMライブラリーの取組み 

Q3 :国内で統一されたBIM オブジェクトライブラリーがありますか? (回答数39) 

回答 

• オーストラリアAMCA BIM‐MEP                                 
(オーストラリア空調機械設備工事業協会の機械設備、電気設備、配管に関
するBIMオブジェクトのホームページ) 

 http://buildingsmart.org.au/campaigns/the‐national‐bim‐initiative‐nbi/  

      #.VH6kFTGUcj4 

• カナダ: https://www.buildingsmartcanada.ca/about‐us/ 

• 英国   :  NBSのBIMライブラリー  

 http:// www.nationalbimlibrary.com 

• ノルウェー: NS 8360: 現在基準はあるがホームページはない     

    参考  www.standard.no 

• 韓国は３ヶ年計画でBIMライブラリー作成中(revitモデルを500作成済み) 
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NBS BIMライブラリー 

 

登録オブジェクト ドア412品目、断熱材196品目、床仕上げ材162品目 
           屋根材186品目、壁77品目、窓18品目   
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RIBA Enterprises/NBS(ニューカッスル) 

RIBA(王立建築家協会、ロンドン) 

古い郵便局の建物を
BIMでコンバージョン 
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NBS BIMオブジェクト標準(1.2版) 

• BIMオブジェクトの標準化とは 

• 範囲と目的 

• NBSに関して 

 

Section 1: General Requirements   (第1章一般要件) 

Section 2: Information Requirements  (第2章情報要件) 

Section 3: Geometry Requirements    (第3章ジオメトリー要件) 

Section 4: Functional Requirements   (第4章機能要件) 

Section 5: Metadata Requirements     (第5章メタデータ要件) 

References                  (参考文献) 

Terms and Definitions          (用語の定義) 
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NBS BIMオブジェクト標準 

Section 1: General Requirements(第1章：一般要件) 

• この章は、BIMオブジェクトの一般要件を記述している。この章の範囲は、オブ
ジェクト分類、IFCオブジェクトタイプ、あらかじめ決められたタイプ要件などの一
般要件である。さらにこの章は、BIMオブジェクト内の詳細レベル(LOD)を定義
する。 

1.1 General(一般) 

1.1.1  (省略) 

1.1.2 BIMオブジェクトはジェネリックオブジェクトかメーカーオブジェクトとして表現。 

1.1.3 BIMオブジェクトは以下のいずれかでモデル化され、表現されることとする： 

  ・要素オブジェクト 

  ・レイヤーに分割して示されたオブジェクト 

1.1.4 BIMオブジェクト は、集合体を形成するオブジェクト群の一部分とすることが 

   できる。(以下省略) 
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NBS BIMオブジェクト標準 

1.2 Level of detail(詳細度(LOD)) 

1.2.1 BIMオブジェクトは次の最小限のLOD以上であることとする： 

  ・ジェネリックオブジェクトはBS 8541-3により定義される『スキマティック 

   LOD』 

  ・機械設備、電気設備、配管、土木インフラストラクチャーのメーカーオブ 

   ジェクトは『スキマティックLOD』、または他の分野でのメーカーオブジェ 

   クトはBS 8541-3により定義される『コーディーネーティングLOD』 

 BS 8541-3 に示されるLOD 

LOD200-300 LOD300 LOD300-400 18 
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NBS BIMオブジェクト標準 

2.6 COBie                                                                                              

    (Construction Operations Building Information Exchange ) 

 ・名前プロパティー(以下プロパティーを省略)/ 

 ・カテゴリー(UniClass)/記述/アセットタイプ/メーカー/モデル番号/ 

  ・保証担当者/保証期間/保証担保労働/保証期間労働/保証期間単位/ 

 ・更新コスト/期待耐用期間/耐用単位/保証説明/ 

  ・公称長さ/公称幅/公称高さ/モード参照/形状/サイズ/色/仕上げ/ 

  ・グレード/材料/構成要素/機能/アクセスビリティー性能/ 

 ・サステナビリティ性能/法規 

 

2.7 NBS_General(NBS一般) 

2.7.1 BIMオブジェクトは、オブジェクトの制作者、組織、またはライブラリ      

        プロバイダーの名前の英数字を含めて『著作者プロパティ』を備える 

    こととする。 
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NBS BIMオブジェクト標準 

3.2 Shape data(形状データ) 
3.2.1 BIMオブジェクトは、製品の外部境界で定められる空間のジオメト 
      リー表現を持つものとする。 
3.2.2 BIMオブジェクトは、有意義な情報である開口とジオメトリー的詳細 
      を持つものとする。 
3.2.3 BIMオブジェクトは、製品が変更可能であることを意図しない場合、 
      ジオメトリー的に固定した形状、単一のサイズと形状を持つものと 
      する。 
              
3.4 Space data(空間データ) 
3.4.1 BIMオブジェクトは、以下の2D、3Dの空間データを持つことができる。 
    ○(運転、維持管理の)最小操作スペース    ○アクセススペース 
    ○配置と通行スペース   ○設置スペース 
    ○検知ゾーンスペース 
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NBS BIMオブジェクト標準の関連基準 

• ISO12006-2 (施工に関する情報構成： 分類のフレームワーク) 

• ISO12006-3 (同上：  オブジェクト指向情報のフレームワーク) 

• BS 8541  (建築、エンジニアリング、施工のライブラリーオブジェクト) 

• ISO16757 (建設サービスの電子的製品カタログのデータ構造) 

• UniClass(英国)/OmniClass(米国)/CI-NETなど(日本) 
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UniClass2とは建設分野での統一された分類 
10項目の表等が最終形(現在は承認されている) 
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UniClass2とは 

• 英国のNBS BIMオブジェクト標準に使用されていてる分類 

• 米国等で利用されるOmniClassと同様、ISO12006-2に準拠している。 

• 分類には、「作業結果(出来形)」「作業結果(出来形)構造」                              

  「プロジェクト段階」「複合」「実体」「活動」「空間」「要素(部位)」「システム」                             

  「製品」がある。 

• 表示例  

   平張り用陶磁器質タイル製品  Pr_35_90_93_10     

   Pr(製品)_35(内外装材)_90(成形品)_93(ユニット屋根材)_10(平張り用) 
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CI-NETコードと分類 

• CI-NETは、(一財)建設業振興基金・建設産業情報化推進センターが開
発したコードで、元請業者と下請け業者の間の取引に使用されることを
目的に開発されている。 

•  CI-NETは、分類(2桁)、大分類(2桁)、中分類(3桁)、小分類(4桁)、細分
類、セパレータ、スペックから構成されている。 

• CI-NETコードは14桁+可変長である 

資機材等の分類項目 
セパレー

ター 
スペック 

分 野 大分類 中分類 小分類 細分類 

Byte数 2 2 3 4 3 1 最大25 

備 考 固定長 "&" 可変長 
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CI-NETコードと分類 

• CI-NETコード表示例 

 蛍光灯器具密閉で[ワット数]W_[灯数]1トウが 

     40300100300009&10W_1ﾄｳ1 

• 標準建設資機材コード  

  分類  共通資材、土木工事、電気設備(2393~33517)、 

       機械設備(33518~65510) 

  大分類(電気設備) 配線、管路材・ダクト、配電機器、照明器具、 

                                           通信機器、防災機器、外線・設置、電気設備
他 

       (機械設備) 機器設備、ダクト設備 

 

標準仕様書(電気設備) 

 第1編 一般共通事項      第2編 電力設備       第3編 受変電設備                             

 第4編 静止形電源設備    第5編 発電設備   

 第6編 通信・情報設備      第7編 中央監視制御設備 
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BIMを活用する上での現状の課題(2013年3月現在) 
 
 統一的なガイドラインがない 
   (2014年3月に国交省BIMガイドラインが公表される) 
 誰でも容易に利用できる情報インフラとしての 
   BIMライブラリーがない 
 材料、機器の実用的なコード(分類)体系がない 
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Stemの承継と説明 
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Stem,BE-Bridgeの開発 

平成8年度 C-CADEC設立 

平成12年度 仕様検討 

平成13-16年度 外形図作成・運用ルール検討 

平成16-20年度 BE-Bridge、Stemのコンセプト確立 

平成22-23年度 StemとCI-NETの統合コード確立 

平成25-年度 Stem等のBIM対応開始 

Stemとは:   

設備機器について、性能、仕様に関する属性情報、外形図、各種技術ドキュメント等を
ひとかたまりの機器ライブラリーデータとして交換するための標準仕様 
BE-Bridgeとは:  
異なる設備CAD/CAM/積算ソフトウェア間で、属性情報を伴った配管、ダクト、機器等
のデータ交換を可能とする仕様で、設備BIMソフトウェア間での利用も可能 
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コンソーシアムの4つの活動 

□BIMライブラリーの在り方に関する検討 

    在り方部会  参加企業77社 

□BIMライブラリーの建築系の標準仕様の                          

  作成(建築材料、建築製品、ELV等) 

    建築部会   参加企業55社 

□BIMライブラリーの設備系の標準仕様の                             

  作成(Stem、BE-Bridgeの更新等を含む)  

    設備部会   参加企業63社 

□運用に関する基準、規約等の作成 

    運用部会   参加企業39社 

安田幸一     
東京工業大学 
大学院教授 

志手一哉   
芝浦工業大学
准教授 

一ノ瀬雅之    
首都大学東京
准教授 

山本康友 
首都大学東
京客員教授 36 
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BIMライブラリーコンソーシアムの会員 

コンソーシアムは、BIMライブラリー利用者、データ提供者、BIM
関係者、研究組織等から構成されています。 

 
利用者 

設計者、施工者、
建物所有者 

製造者 

建築材料、  
設備機器など 

BIMソフトウェア
ベンダー 

研究者 
関係団体 共通の議論の場が必要 
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コンソーシアムの構成 
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BIMライブラリーとは 

 

BIMライブラリーとは: 

建築物とその付帯物を構成する建築材料・設備機器に関する情報を集約したもので、
ここでは形状情報(2D、3DCADを含む)のほか属性情報として、性能、運用エネルギー、
修繕・維持管理、耐久性等に関する情報を集約したものをいいます。 39 
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利用者・製造者に 
・標準化 
・集約化 
・効率化 
・コスト削減 
・データ更新・拡大 
などのメリット 

現 状 

ライブラリー整備後 
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BIMライブラリー参加のメリット(利用者) 

共同して開発・運用することで企画から維持管理までの段階で 

 製品、機器等のモデルの作成が標準化、省力化されます。                
(コストダウンにつながります) 

 製品、機器等の形状や性能等の標準化された情報が容易
に入手できます。 

 新製品の発売、製造廃止等の情報が一元的に把握でき、
BIMオブジェクト更新、の手間が省略できます。 

 必要な製品、機器等の要望を標準化に反映できます。 

検討課題としては 

 どこまでの機能を要求し、どこまでコスト負担するのか 
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BIMライブラリー参加のメリット(メーカー) 

材料、製品、機器製造者においては、 

 自社製品等をPRでき、より多くのエンドユーザーの目に迅速に触
れる機会が増えます。 

 PR・マーケティングが容易になり、コスト削減が可能となります。中
小企業、地方企業では効果が大きいと考えられます。 

 新製品の発売、製造廃止等の情報が一元的に把握でき、BIMオブ
ジェクト更新、の手間が省略できます。 

 海外展開を視野に入れた 

検討課題としては 

 どこまで製品情報を出して差別化を図れるのか。 

 色、テクスチャー等は伝えられない。 

 どこまでコストを負担できるのか 
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今後の取り組み 

• 部会(情報共有)以外に、専門家の検討(6つのタスクフォースの設置) 

• コンソーシアム参加者の議論の場の設定   

• タスクフォースでは 

○NBS BIMオブジェクト標準について、BIMライブラリー構築のために、NBS  

  BIMオブジェクト標準で必要なもの、不要なもの、どのような繋がりが必要 

  か検討する。 

○BIMオブジェクトに含める設計、施工、維持管理(FM)に必要な情報を定義 

  する。 

○Stemの項目とNBS BIMオブジェクト標準との対比 

○Stem、BE-Bridge、CI-NETコードがISO準拠となるのかの検討 

○各種基準の翻訳 

○日本としての立場、意見の発信 
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BIMライブラリーで規約が必要な部分の整理(案)  

BIMライブラリー 
[サプライヤー] 
建築材料 
設備機器等のメーカー 

[ユーザー] 
建物所有者 
設計者 
施工者   等 

ＢＩＭライブラリーコンソーシアム 
（建築）保全センター 
研究者、団体 

BIMソフトウェア                
ベンダー等 

①データ提供 
②データ更新 

データ利用状況 
(マーケティング活用) 

③データ利用 
④プロジェクト用 
  のデータ加工 

⑤データの修正要求 
⑥独自データ提供 

注： データとは、オブジェクトの(形状情報+属性情報)を指す。   

⑦データ作成支援 

⑧データチェック 
⑨運用ルールの実行状況チェック 

⑩[その他] 
映像活用 
有料での研修活用 
……等々 

想定される①から⑪に関して 
 ○グループ分け 
 ○ルール作成 
 ○NBSの契約条件との対応 

ライブラリー開発・運用者 

BIMライブラリー標準 

⑪ライブラリーの作成 
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ISOやICIS等の海外動向に追いつき、
独自の意見を 

ご清聴ありがとうござました 
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